
広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

１ がん予防    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ア たばこ対策の強化 ・喫煙による健康被害についての普及啓発の推進 ・喫煙をやめたい人への禁煙支援 ・受動喫煙の防止 ○ たばこ対策推進事業  【禁煙宣言１万人達成事業】 ・ 禁煙支援プログラムの応募者に対する禁煙支援を実施    ■インターネットの禁煙支援サイト「禁煙マラソン」による支援参加者を募集し，現在まで応募のあった者に支援プログラムを実施。継続して参加者を募集している。     【がん検診・がん予防に関する職域出前講座】 ・ 企業におけるがん検診受診や禁煙等のがん予防の取組を支援するため，企業等の従業員を対象にした研修会（出前講座）を実施する。  ■企業への出前講座の実施（H25.9～） ～9 月は 2 か所で実施，年間 30 か所予定。  【健康生活応援店の推進等】 ・ 飲食店等の禁煙・分煙を推進し，健康生活応援店（たばこ対策応援）の普及拡大を図るため，禁煙・受動喫煙防止に関する啓発資料を作成するとともに，飲食店等への個別訪問を実施  ■県保健所から地域の飲食店等を個別訪問している。 イ 生活習慣の改善 ・ 良好な生活習慣の実現に向けた普及啓発の推進 ・ 保健指導の充実 ○栄養・食生活の改善 ・ 健全な食生活の実践について，その意義を広く県内外に発信するため「食育推進全国大会」を開催。 ・ 実際の取組の展開について協議するため関係団体，有識者等による食育推進会議等を開催。  ■内閣府等との共催により，6 月 22 日，23 日に広島市内で「食育推進全国大会」を開催    ～食育に関するシンポジウムや，生活習慣病予防の料理教室など    来場者数 27,400 人 ■ 食育推進会議を開催（8 月）し，今後の取組方針について協議した。 ○県民の健康づくり対策 ・ ひろしま健康づくり県民運動推進会議を通じて，ウォーキングなど無理なく継続できる運動習慣の大切さを県民に伝えるとともに，それを支える地域の環境整備等について検討する。  ■ひろしま健康づくり県民運動推進会議の取組等を広報するホームページを開設（H25.9～）      ～健康づくりのイベント紹介，ウォーキングマップの作成配布等  ○特定健診・特定保健指導に関する人材育成研修会 ・ 広島県保険者協議会と共催し，特定健診・特定保健指導従事者を対象に研修会を実施し，効果的な健診・保健指導が実施できる人材を育成する。  ■特定健診・特定保健指導従事者研修会の開催 ～基礎編 1回，技術編 2回 評価編 2回 
 

資料 ５ 

★参加申し込みが低調であり，事業の周知が課題。 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

１ がん予防    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ウ 感染症対策の強化 ・ 肝炎に関する正しい知識の普及啓発 ・ 肝炎ウイルス検査の受検促進 ・ 病態に応じた適切な肝炎医療の提供 ・ 子宮頸がん予防ワクチン接種率の向上 
○ ウイルス性肝炎対策  【肝疾患コーディネーターの養成・活用】 ・ 市町の保健師・企業の健康管理担当者に対し，肝炎に関する研修を実施し，肝炎患者等の適切な治療をコーディネートできる者を養成   

 ■肝疾患コーディネーター養成講座の開催（9～10 月） ～２回，計 150名参加予定 ■肝疾患コーディネーター継続研修の実施（10 月） ～２回，対象：既に「肝疾患コーディネーター」の認定を受けた者     【産業医研修】 ・ 職域における衛生教育を通じ，肝炎に関する正しい知識の   普及啓発等を図るため，産業医への研修を実施   ■肝炎に関する産業医研修の実施 ～４回（10 月～11月） 【広島県肝疾患患者フォローアップシステム】 ・ Ｂ型及びＣ型肝炎ウイルスキャリアを「広島県肝疾患診療支援ネットワーク」に繋げることにより，適切な医療を提供し，肝がんによる死亡者数を減少させることを目的とした「広島県肝疾患患者フォローアップシステム」の運用  
 ■平成 25 年 4 月からフォローアップシステムの運用開始 ■関係機関等を対象とした説明会の開催   ～医療機関  9 月（2回）   市町，県保健所（支所）  11月   検診機関  12 月      ○子宮頸がん予防ワクチン   ■平成 25 年 4 月から，各市町において予防接種法に基づく定期接種を実施。ただし，平成 25 年 6 月，厚生労働省からの勧告に基づき，副反応症例等について適切な情報提供ができるまでの間の積極的な接種勧奨の差し控えを市町に通知。  

 

★「肝疾患コーディネーター」の数は順調に増加しているが，県民へのＰＲが課題。 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

２ がん検診    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ア 科学的根拠に基づくがん検診の実施 ・科学的根拠に基づくがん検診を継続して実施     イ がん検診の精度向上 ・効果の高いがん検診の実施 ・がん検診に対する理解の浸透 ○ がん検診精度管理推進事業 ・ 市町が実施するがん検診の精度向上のため，専門家による 評価や市町担当者等への研修実施  ■がん検診従事者研修実施 ～胃がん（10/21），肺がん（11/17） ■専門家による評価会議の実施（１月ごろ） ■市町対象の精度管理講習会（２月ごろ） ウ がん検診の受診率向上 ・受診実態の把握 ・普及啓発の推進 ・個別受診勧奨の推進 ・受診しやすい環境づくり ○ がん検診受診率向上対策  【がん検診普及啓発強化事業】 ・ 様々な社会資源の活用や多彩なメディアとの連携を通じ，「がん検診」への関心を呼び起こすメッセージの効果的な発信を強化 等   
 ■がん検診啓発特使による啓発イベント実施 ～広島市中心部商店街の祭「ゆかたできん祭」（H25.6.7） ～マツダスタジアムのカープ公式戦（H25.9.15） ■がん検診啓発ポスター等作成，配布 ■がん検診啓発の新聞広告実施（H25.6.1） 等     【がん検診個別受診勧奨支援事業】 ・ 地域のボランティアや専門家の活用等により，きめ細かな個別受診勧奨を実施    ■がん検診推進員の養成 ～研修 15回実施，計 509 人養成（H25.9末現在） ■市町の個別受診勧奨に対する経費及び資材支援 ■県，市町，協会けんぽ協働事業として「がん検診啓発特使から届く 個別受診勧奨ハガキ」を未受診者に送付（H25.7～10） 【がん対策トータルサポート事業】 ・ がん対策全般について支援・協力する企業を「がん対策トータルサポート企業（仮称）」として評価し，企業内外への検診の普及啓発・受診勧奨，企業内での就労支援等の取組を推進  ■企業への実態調査を実施（H25.9）しており，今後，制度検討予定 【調査対象】県内企業 3,000社 【調査内容】検診啓発活動，就労支援の実態 【がん検診・がん予防に関する職域出前講座】    再掲  ・ 企業におけるがん検診受診や禁煙等のがん予防の取組を支援するため，企業等の従業員を対象にした研修会（出前講座）を実施する。  ■企業への出前講座の実施（H25.9～）。 ～9 月は 2 か所で実施，年間 30 か所予定。  

  

★インパクトのある普及啓発活動により，県民のがん検診に対する認知度は高まっているが，実際の受診行動につなげることが課題。 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

２ がん検診    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ウ がん検診の受診率向上 【続き】 ・受診実態の把握 ・普及啓発の推進 ・個別受診勧奨の推進 ・受診しやすい環境づくり  ○ がん検診受診実態調査事業 ・ より実態を反映したがん検診の受診率を把握するため，県独自のがん検診受診者数調査を実施  ■調査開始（H25.9～）    ～県内全ての医療機関（2,404 施設）を対象に，平成 24 年度のがん検診の受診者数を調査 ※がん検診を実施しない医療機関を除く ○ がん対策サポートドクター・がん検診サポート薬剤師実施事業  ・ 身近なかかりつけ医や薬剤師を「がんよろず相談医」・「がん検診サポート薬剤師」として養成し，検診の受診勧奨やがん医療ネットワークへの適切な紹介等を実施  ■サポートドクターの養成 ～H25.9末まで研修 2回実施，計 24 人養成（H24～累計 451人） 10 月中に 2回予定 ■サポート薬剤師の養成 ～H25.9末まで研修 2回実施，計 62 人養成（H24～累計 274 人） 10 月中に 1 回予定 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

３ がん医療    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ア 医療提供体制の充実強化 ・ がん診療連携拠点病院の機能強化 ・ 医療連携体制の充実 ・ 人材育成 ○ がん医療ネットワーク機能強化事業 ・ ５大がん（乳がん，肺がん，肝がん，胃がん，大腸がん）の医療ネットワークの普及・従事者研修及び専門医育成研修等による医療機能強化   
 ■医療機関を対象にがん医療ネットワーク普及研修の実施（3回予定） ■乳がん及び肺がん医療ネットワークに関する実態調査・検証の実施 区分 調査対象施設数 調査時期 フォローアップ施設 乳：154  肺：168 5 月 診断・治療施設 乳：16  肺：19 10 月 ■「わたしの手帳（地域連携パス）」の作成・配付    肝がん，胃がん及び大腸がん 医療ネットワーク参加施設に配付 ■乳がん認定医・専門医育成研修の実施（3回） ■肺がん早期発見体制の構築事業の実施      ～肺がんＣＴ検診従事者講習会を県内 5 か所で開催（9～11月） ○ 小児がん医療の連携と集約化の推進    ■広島大学病院（小児がん拠点病院）において，中四国各県の連携病院による「小児がん中国・四国ネットワーク会議」を発足 ～7 月から定期的に会議開催 ○ がん診療連携拠点病院機能強化事業 ・ 地域における「がん診療連携」の円滑な実施を図るとともに，質の高いがん医療の提供体制を確立  ■がん診療連携拠点病院が行う機能強化事業に対する補助 ≪機能強化事業の内容≫ ・ がん医療従事者の育成  ・ 拠点病院間の連携 ・ 院内がん登録の実施   ・ 相談支援センターの設置 ・ 在宅緩和ケア地域連携体制の構築 ○ がん対策サポートドクター実施事業    再掲   ・ 身近なかかりつけ医を「がんよろず相談医」として養成し，検診の受診勧奨やがん医療ネットワークへの適切な紹介等を実施  ■サポートドクターの養成 ～H25.9末まで研修 2回実施，計 24 人養成（H24～累計 451人） 10 月中に 2回予定  イ 医療内容等の充実 ・ 放射線療法の充実 ・ 化学療法の充実 ・ 手術療法の充実 ・ 病理診断の充実 ・ 口腔ケアの推進 ・ リハビリテーション分野との連携 など 

○ 高精度放射線治療センター（仮称）等整備事業  ・ 高精度放射線治療センター（仮称）の工事着手及び運営準備    ■工事着手   契約締結日：平成 25 年 9 月 27 日   工期：平成 25 年 10 月 1日～平成 27 年 7 月 31日 ■運営準備    業務支援を行う医療コンサルタント決定後，社団法人広島県医師会 及び 4 基幹病院医療スタッフとの検討を実施 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

４ 緩和ケア    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ア 施設緩和ケアの充実 ・ 提供体制の充実 ・ 質の向上 ○ 施設緩和ケア推進事業 ・ 施設緩和ケアの質の向上を図るため，県内医療機関の緩和ケアチーム及び緩和ケア病棟の活動実績を把握・評価・公表する仕組みの検討と従事者研修会を実施する。 ・ 緩和ケア・がん性疼痛（とうつう）看護認定看護師の養成を支援する。 
【「緩和ケアチーム」によるサービスの質の向上】 ■緩和ケアチーム等連絡協議会を設置し，緩和ケアチームの活動把握・評価・公表する仕組みや人材育成に関する協議を行う。 ～協議会（6/5，3/5），ＷＧ（7/16，11/14） ■緩和ケアチーム従事者研修会を開催（2/22）  【「緩和ケア病棟」によるサービスの質の向上】 ■緩和ケア病棟連絡協議会を設置し，緩和ケア病棟の活動把握・評価・公表する仕組みや人材育成に関する協議を行う。 ～協議会（6/11，2/12），ＷＧ（7/25，10/28 ） ■緩和ケア病棟従事者研修会（1/18） ■緩和ケア病棟看護師研修（3/15.16）  【認定看護師養成支援】 ■緩和ケア・がん性疼痛看護認定養成に係る受講費補助，代替職員の人件費補助（200床未満） ～Ｈ25 の補助申請なし（前年度２月締切り） 

 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

４ 緩和ケア    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    イ 在宅緩和ケアの充実 ・ 医療・介護・福祉の顔の見える関係づくり ・ 在宅緩和ケアコーディネーターの配置による連携強化 ・ 介護保険施設での緩和ケアの推進 ・  通院治療を受ける患者・家族への支援 ・  在宅緩和ケア資源の充実 
○在宅緩和ケア推進事業 ・ 地域における在宅緩和ケアの実践を支援するため，病院と在宅医療の相互連携，多職種連携，医療と介護の連携などを円滑に進めるための仕組づくり（ネットワーク会議の開催，在宅緩和ケアコーディネーターの配置。資源マップ作成検討等）を検討する。 ・ 県内の複数地域を選定しモデル事業を実施する。  

【全県での在宅緩和ケア検討体制】 ■地域在宅緩和ケア推進協議会を設置し，在宅緩和ケアコーディネーターの配置のあり方，資源マップの県共通モデルの検討を行う。 ～協議会（8/12，3/3）     【モデル地区での推進】 ■県内数箇所を推進モデル地区に指定し，地域単位で顔の見える関係づくり，ネットワーク会議の開催，在宅緩和ケアコーディネーターの配置，資源マップ作成検討等を行う。 ～実施団体（東広島地区医師会，厚生連広島総合病院）  ・東広島地区 第 1 回ネットワーク会議（10/31）   ・佐伯地区   第 1 回ネットワーク会議(11月調整中) ○緩和ケア推進事業 ・ 介護施設等へアドバイザーを派遣し，介護施設での緩和ケアを推進する。 【緩和ケア推進アドバイザー派遣】 ■介護施設等での緩和ケアを推進するため，各施設へアドバイザーを派遣する。 ～７圏域各２施設等 計 14回＋ H22～24 事業のフォローアップ ウ 人材育成の充実 ・ 多職種人材育成の充実 ・ 緩和ケア医師研修の質の充実 ○緩和ケア推進事業 ・ 職種別の専門研修を実施し,多職種の人材育成を図る。  【広島県緩和ケア支援センターを中心とした取組】 ■専門研修 ～緩和ケア医師研修の「フォローアップ研修」を新設 ～在宅ケアチーム，薬剤師，看護師，介護支援専門員・地域連携 職種，ヘルパー・介護員対象の研修を継続実施 ※殆どの医専門研修に定員を大きく上回る参加申込あり。 ～緩和ケア先進医療機関への医師派遣研修（予定３人） ～緩和ケア人材育成検討会（1-3 月に２回予定） ■緩和ケアチーム等連絡協議会で緩和ケア医師研修について検討 エ 緩和ケアに対する正しい理解の促進 ・ 県民や医療従事者の理解を深める取組の強化 ○緩和ケア推進事業 ・ 県民や医療・保健・介護従事者の理解を深めるため，講演会等を実施する。  ■県民向け講演会（三次市 11/29，広島市 2/14） ■施設職員講演会（調整中） オ 県全体の総合的取組・拠点機能の強化 ・ 広島県緩和ケア支援センターの拠点機能の強化 ○緩和ケア推進事業 ○施設緩和ケア推進事業     再掲  ○在宅緩和ケア推進事業 ■緩和ケア分野の事業全般について，広島県緩和ケア支援センターが 全県の中核となって実施 

★県民・地域の関係者から必要とされている情報や，情報提供のあり方等を整理・検討予定。 



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

５ 情報提供・相談支援   取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ア がんに関する情報提供 ・ 多様な主体と連携した情報提供の推進 ・ がん診療連携拠点病院の情報提供機能強化 ・ がん患者団体等からの情報提供の推進 ・ 「広島がんネット」の充実 など 
○がん患者・家族支援事業 ・ 患者団体等による電話相談事業の実施 ・ 県内の医療施設の医療資源や治療成績など，がんに関す る様々な情報を公表(「広島がんネット」更新) など   ■広島がんサポートに委託し，電話相談「がん患者フレンドコール」を継続実施     ～週 2回実施，H25.4～6 月 計 48件 ■ 「広島がんネット」アクセス件数     ～H25.4～8 月 平均 6,322件／月 （H24 年度 年間 46,235件，平均 3,853件／月） ■「がん患者さんのための地域の療養情報サポートブック」の改訂・配布     ～相談窓口などを最新情報に更新し，がん診療連携拠点病院等を通じて配布（13,000部）  イ がん患者・家族等への相談対応 ・ 相談支援体制の充実 ・ ピア・サポートの充実 ・ 相談支援センター等の広報強化 ・ がん患者団体等の活動充実・強化 ・ 小児がんへの対応 など 
○ 広島県ピア・サポート相談員（仮称）養成事業 ・ がん患者とその家族等が同じ立場で悩みを相談できるよう，「広島県ピア・サポート相談員」（仮称）を養成するためのプログラムを検討   ■広島国際大学と連携し，研修プログラム等の検討開始予定     ～10 月に検討会を発足 患者会をはじめとする相談支援関係者により検討 ○ 相談支援センター機能強化支援事業 ・ がん診療連携拠点病院相談支援センターの利用者の声を反映する仕組みを検討  ■相談支援センターにおけるアンケート実施等について検討予定     ～検討内容：実施手法や内容，アンケート結果への対応等  ウ がん教育 ・ 子どもの頃からのがんに関する正しい理解に向けた取組推進 ○ 子ども向けがん出前講座事業 ・ 子どもを対象としたがん出前講座の実施に向けた検討に着手  ■国の動きを注視しつつ，先進事例の推進方法及び実態を調査し，実効性のある内容を検討する。  エ がん患者・経験者等の就労支援 ・ 働きやすい職場環境と相談支援体制づくり ・ 仕事や家庭生活と治療の両立支援 ○ がん患者等就労支援事業 ・ がん患者等が仕事と治療の両立ができるよう，啓発資料を作成して民間企業等へ取組を要請  ■就労支援の実態等について，企業への実態調査を実施（H25.9）しており，今後，調査結果を踏まえ啓発資料を作成予定  



広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況（平成２５年度） 

 

６ がん登録    取取取取    組組組組    項項項項    目目目目    方方方方    向向向向    性性性性    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな事業事業事業事業    取取取取    組組組組    状状状状    況況況況    ア がん登録の精度向上 ・ 地域がん登録届出数の増加 ・ がん登録担当者の資質向上 ・ 院内がん登録の充実 ○ 地域がん登録システム推進事業 ・ 登録データを活用した効果的ながん対策の実施に向けた環境整備      ■地域がん登録の届出の受理   医療機関からの届出件数 ： 20,301件（H25.1.1～9.30） ■がん登録届出実務に関する説明会の開催 開催日 開催地域 参加数 6 月 7 日（金） 呉 5 施設 10名 7 月 1日（月） 福山 18 施設 32名 7 月 12 日（金） 広島 28 施設 47名 ■遡り調査の実施   調査対象 ： 43 施設，842件   提出状況（H25.10.3 現在） ： 14 施設，209件 ■県内のがん罹患や死亡の状況をまとめた報告書の作成 
� 「平成 21年集計」及び「平成 22 年集計」を作成中 
� 部位別 5 年相対生存率の算定，公表 ■県民向け広報資料の作成     

イ がん登録データの活用 ・ 生存率の情報公開 ・ 地域がん登録データの活用 ・ 院内がん登録データの活用 ・ 分析体制・研究促進 ウ 県民への情報提供と理解促進 ・ がん登録データを活用した県民への分かりやすい情報提供 ・ 県民のがん登録への理解促進 
 

★国のがん登録の法制化に伴う実施体制への対応等注視する必要がある。 


